




　先天異常の発生頻度は,種々の理由から,その調査した場所,年代及び方法等

によって,かなりのばらつきのあるものが多く,まして,その発生要因について

は,限られた局面ではわかっているものはあるが,広い範囲の調査による報告は

あまりみられない。

　今回は、当調査のうち,A 表から D 表まで,つまり妊娠前から分娩時までの,

薬剤使用状況を除くすべてのデータについて,脳,神経系の奇形発生要因を求め

るべく,分析してみた。


